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● リポジトリとデータベースを兼ね備える糖鎖科学ポータルとして、
糖鎖、糖タンパク質、糖鎖関連遺伝子、疾患など、関連するデータベースを
統合し、情報を提供することを目的としている

● 全てのデータは RDF で連携している

● GlyCosmosデータリソースの更新
○ 糖鎖と糖鎖関連遺伝子・糖鎖とレクチンのデータについて、今後データが集まり次

第スキーマ図を検討していく予定
○ そのために、様々な研究者の方々と協力してデータ収集を行っていきたい
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● 日本糖質学会により公式認定されたポータルサイトとして糖鎖生物学者への
利便性の向上を図っている

● データリソースの更新、UIの利便性を高めるための更新など、
4ヶ月に1回ポータルサイトのアップデートを実施している

DISCUSSION

GlycoRDF
Glycoconjugate Ontology (GlycoCoO)
Semanticscience Integrated Ontology (SIO)
を活用し、GlyCosmos RDFとしてスキーマを作成し

た。

● Virtuosoの推論機能の活用
○ 糖鎖の部分構造検索の検索速度の向上
○ 糖鎖の質量、compositionと結合情報がわかる糖鎖との関係性（subsumption）

の検索

GlyCosmos RDFのアップデート

Virtuosoの推論機能を用いたデータの拡充、検索機能向上

GlyCosmos Pathway
RDFの改良と推論の活用
により、糖タンパク質や糖
鎖が関連するパスウェイ
の検索が容易になった。
（SPARQLの簡易化）

これまでは、階層の情報が取得できないため、検索結果の表示が整
理できておらず、ユーザーにとって見えにくい 表示であった。
今回のアップデートで推論を活用することにより、該当のタンパク質を
含むパスウェイの上位階層のパスウェイが取得でき、ツリー構造での
表示が可能になった。

・GlyCosmosで作成したRDFスキーマ

・各DBが作成したRDFスキーマ

それぞれのRDFスキーマの差異により

○ 本来繋がるべきデータが繋がらない

○ 煩雑なSPARQLクエリが必要

という問題があった。

Pathway

rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#>
rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>
glycogene: <http://glycosmos.org/glycogene/>
glycan: <http://purl.jp/bio/12/glyco/glycan#>
sugarbind: <http://rdf.glycoinfo.org/SugarBind/ontology#>
biopax3: <http://www.biopax.org/release/biopax-level3.owl#>

Glycan glycan:Saccharide

Gene glycan:Glycogene

Glycoprotein

Lectin sugarbind:Lectin

Disease glycan:Disease

gco:glycosylated_at/
gco:has_saccharide

sio:SIO_000128 (is contained in)

biopax3:Pathway

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

rdf:type

パスウェイ
● Reactome
● ECODAB

糖タンパク質
● UniProt
● GlyGen
● GlyConnect
● GlycoProtDB
● The O-GlcNAc Database

疾患
● Alliance of Genome Resources
● DisGeNET
● Glyco-Disease Genes Database (GDGDB)

糖鎖関連遺伝子
● KEGG GENES Database
● UniProt
● GlycoGene Database (GGDB)
● Plant GARDEN
● FlyGlycoDB

レクチン
● UniProt
● Lectin Frontier DataBase 

(LfDB)
● UniLectin
● CarboGrove

sio:SIO_000001 
(is related to)

glycan:Glycoprotein

赤字：既にRDF化されているリソース

sio:SIO_000255 
(has annotation)

sio:SIO_000255 
(has annotation)

sio:SIO_000001 
(is related to)

Virtuosoの推論について

GlyCosmos Gene
Gene Ontology（糖鎖に関連する機能）で
糖鎖関連遺伝子をフィルタリングできる機能を追加

Gene Ontology

glycosyltransferase
activity

hexosyltransferase
activity

fucosyltransferase
activity

alpha-(1,2)-fucosyltransferase
activity

Gene Ontology FUT2遺伝子（Gene ID:2524）に
alpha-(1,2)-fucosyltransferase activityという
GO Termがついている場合、
FUT2にはalpha-(1,2)-fucosyltransferase activityの
上位階層にある機能も兼ね備える

推論を使うことにより、
簡単なSPARQLクエリで上位階層のデータをま
とめて取得できるようになる

GlyCosmos RDFのスキーマ図は
GlyCosmos Programmatic Accessからアクセス可能。
全てのスキーマ図はrdf-configで管理している。

https://glycosmos.org/programmatic 

Beta-mannosidaseで検索

上位階層のglycosyltransferase activity
もSPARQLで取得できる

推論で取得

glycosyltransferase activityで検索
　　　　　　　⇩
glycosyltransferase activityだけで
なく、さらに下の階層のタームに該
当する遺伝子も同時に検索が可能
になった

https://glycosmos.org/programmatic

